
 
 

１３．自動車事故・保安関係 

(1) 交通事故の現状 

(ｱ) 交通事故発生状況 

令和３年中に全国で発生した交通事故の発生件数、死者数及び負傷者数は、〔表 1，表 2〕のとおり。発

生件数は前年に比べて3,982件減の305,196件（-1.3％）で、死者数は203人減の2,636人（-7.2％）、負傷者

数は7,345人減の362,131人（-2.0％）となっており、死者数は警察庁が保有する昭和２３年以降の統計で最

小となり、平成１６年に過去最悪を記録した交通事故の発生件数及び負傷者数については、１７年連続で減

少した。 

 九州（沖縄除く）における対前年比については、事故発生件数が3,054件減（-7.1％）、死者数が33人減

（-9.8％）、負傷者数は4,367人減（-8.2％）となっている。 

 

 

〔表 1〕 事故件数及び死傷者数等 

令和２年 令和３年 増減数 増減率

発生件数 309,178 305,196 -3,982 -1.3%

死者数 2,839 2,636 -203 -7.2%

負傷者数 369,476 362,131 -7,345 -2.0%

発生件数 43,025 39,971 -3,054 -7.1%

死者数 336 303 -33 -9.8%

負傷者数 53,571 49,204 -4,367 -8.2%

全　　国

九　　州
（沖縄を除く）

※全国、九州地区の事故件数及び死傷者数は警察庁交通局資料による。 

 

 

〔表 2〕 県別発生状況 

県 事故発生件数 死 者 数 負 傷 者 数 

福  岡 ２０，１３２ １０１ ２５，４１３ 

佐  賀 ３，５０６ ２３ ４，５３０ 

長  崎 ２，８０５ ２７ ３，５０６ 

熊  本 ３，１８９ ３９ ３，９４１ 

大  分 ２，３０４ ３６ ２，７５５ 

宮  崎 ４，５０３ ３０ ５，０９０ 

鹿 児 島 ３，５３２ ４７ ３，９６９ 

計 ３９，９７１ ３０３ ４９，２０４ 

 


